
1.　単元デザイン

2.　単元で育成する資質・能力
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3.　単元に関わる内容と見方・考え方の系統

単元の主張

　既習の乗法の学習から、発展的・統合的に除法を学習することが大切である。数量の関係に着目することで、除法の学習は単に新しい計算を学
習する単元ではなく、乗法で表していた場面を除法の場面として捉え直すことができる。また、等分除と包含除はどちらも除法で解決できる場面で
あることや、乗法の式のどこを□と置くかだけの違いであることに気づかせ、除法の学習全体を統合して見ていくことができる。除法の学習が、数
の範囲が拡張された場合に適用されたり、児童が日常場面の解決に進んで活用したりできるように、身につけさせることが大切である。

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 ③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

⑩
・0をわる除法
・1でわる除法

・除法の計算の習熟 ・単位の考えを生かし
た除法の計算

・被除数と除数、商の
関係をとらえ直す

・ 被除数と除数、商
の関係を捉え、数
の拡張の見通し
をもつ。

・ 乗法九九を1回用
いて商を求めるこ
とができるように
する。

⑨

包含除も等分除
も、同じ除法の式
で表すことを理解
する。

市算数研究会　第３学年部会　5月提案

3年　「わり算」 

提案者　池上真哉（谷本小学校）

・等分除を包含除に統
合

・包含除の場面の意味理解 ・式の読み取り

既習の乗法場面をもとに（いくつ分）をもと
める問題をつくり、除法が用いられる場面
と意味を理解する。
具体物やアレイ図を用いて、どのように答
えを求められるか、説明する。

・

・

・

・

既習の乗法場面をもとに（１つ分）をもと
める問題をつくり、除法が用いられる場面
と意味を理解する。
乗法九九を用いて、どのように答えを求
められるか、説明する。

・

・等分除の場面の意味理解

数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計算に関して
成り立つ性質を見いだしたりするとともに，その性質を活用して，計算を工
夫したり計算の確かめをしたりすること。
数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。

　　　　　　　　　　A「数と計算」領域　　　　「演算決定」「計算」

・計算の仕方を考える
・計算の意味を考える
・計算に関して成り立つ性質を見出す

・乗法および除法の意味を捉えなおす

6年
・分数の乗法および除法の意味
・分数の乗法および除法の計算

・数量の関係
（加法や減法の場面と見る）

・数量の関係
（乗法の場面と見る）

・数量の関係
（除法の場面と見る）

・数量の関係
（数の相対的な大きさで見る）

・乗法および除法の意味の拡張
（割合として見る）

・乗法および除法の意味の拡張
（割合として見る）

1年
・加法、減法が用いられる場合とそ
れらの意味
・加法の計算
・減法の計算

2年
・乗法が用いられる場合とその意味
・乗法の計算

・計算の仕方を考える
・計算の意味を考える

5年
・小数の乗法、除法の意味
・小数の乗法と除法の計算

3年
・除法が用いられる場合とその意味
・除法の計算

4年
・乗数や除数が整数である場合の小
数の乗法及び除法が用いられる場
合とその意味
・乗数や除数が整数である場合の小
数の乗法と除法の計算

学年

内容

数量を捉え
る見方

考え方

　既習の減法・乗法と関連づけて、除法の意味を理解することが大切である。あ
る数量から一定の数量を最大回数取り去る（減法）操作が包含除の考え方であ
り、（１つ分）×（いくつ分）=（いくつ分の大きさ）という乗法の既習事項において、
１つ分をもとめるものが包含除、いくつ分をもとめるものが等分除である。除法
は全く新しいものではないと捉えさせたい。
　除法の計算は乗法九九を用いて答えを出すことができる。商が2位数や小数
になったときや69÷3のような数を分解する場面にも、乗法九九を適用しようと
思えるように九九の有用性を感じさせながら確実に技能を身につけておく必要
がある。

　除法の場面を具体物や図で考え、その結果を確かめたり伝えあったりする中
で、除法と乗法の関係に気づき、統合的に見ていくことができる。除法の答えを
見つけることは、乗法の３×□＝１２、または□×３＝１２の□の答えを見つける
ことと同じであることに気づかせていく。また、具体物の操作を通して等分除の
操作は包含除の操作として見ることができることにも気づかせ、どちらも同じ除
法と統合的に見ることができる。
　場面を除法が適用できる場面ととらえることで、子どもが自ら能率的に処理で
きるようにしていくことが大切である。

　乗法から発展して除法の場面を理解できたことで、数学の世界から新たに数
学の問題を見いだし、さらに発展して考えることができたことを実感させたい。こ
のような経験を積み重ねることで、新たな数学の場面に出合ったとしても、既習
事項から考えてより追究していこうとする態度につながると考える。
　除法を学習することで、日常生活にある事象を算数の舞台に乗せて処理し、
より簡潔に解決できることを感得させることができる。新しく除法を学んで活用で
きたことで、より多くの身の回りの事象を解決できるようになったと子どもたちに
感じさせたい。新しい計算方法を学ぶことが自らの人生に役立つことを実感する
ことは、今後の算数学習への意欲につながる。

①生きて働く「知識・技能」

数量や図形に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、数理
的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態度を養う。

・ 乗法九九をもと
に、被除数や除
数が０や１だった
ときの答えがどう
なるか、考える。

・ ・

除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。ま
た，余りについて知ること。
除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。
除法と乗法や減法との関係について理解すること。
除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。
簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を
知ること。

2位数の被除数を
10の単位といくつ
ととらえ、乗法九
九を適用して計算
をする。

⑦ ⑧①（本時） ② ③ ④ ⑤ ⑥

数量の関係をとら
え、等分除の場
面なのか包含除
の場面なのか、
説明する。



4.　本時について

:

:

:

考え方：思考・認知、表現方法

乗法の場面と関連付けながら、アレイ図を用いて除法の意味を考える。

わり算の場面に進んで関わり、学んだことをさらに追究していこうとする態度の育成。

○かけ算の場面をアレイ図と式に表す。

　「一つ分」「いくつ分」「いくつ分にあたる大き
さ」を確認し、乗法の式に表す。

「一つ分がいくつ分だから、かけ算だね」
「12が答えになる」
「隠す数が変わったら、どうなるのかな」

本時目標　　かけ算の場面とわり算の場面を比べる活動を通して、わり算の意味を理解する。

④かけ算とわり算の図の違いを話し合う活動
を通して、かけ算とわり算を統合的に捉え直
す。

①「全体」にあたる数を求める場面を図・式に
表す活動を通して、かけ算の場面の意味を再
確認する。

②「いくつ分」にあたる数を求める場面を図に
表し、数量の関係に着目してわり算の場面を
理解する。

○わり算(包含除）の場面をアレイ図に表す。

　未知数になる数の場所を変えると、場面がど
のように変わるかを話し合う。立式の根拠を、
図をもとに話し合う。除法の言葉を知る。

「なに算になるのかな」
「これはかけ算でもひき算でもなさそう」
「かけ算とわり算の図は同じかな」

③数量の関係を表した図に着目し、かけ算の
場面とわり算の図の同じところを見いだす。

○違うところを話し合う。

　アレイ図を見ながら、乗法と除法とでは、何
が違うか、またどの操作が違うのかを話し合
う。

「12にまとめているのがかけ算」
「もとめているものがちがうだけだよ」
「□の位置がちがう」
「同じものもあるけど、違う方が多いな」

○同じところを話し合う。

　どこに着目すると「同じ」と言えるのかを話し
合う。

「３，４，１２が同じ」
「3個ずつがある」
「どちらもかけ算が使える」
「同じだけど、違うようにも見えるかも」

知識・技能本時における 除法（包含除）の意味について理解し，除法が用いられる場合について知る。

○本時の主旨

　第３学年に設定されている数学的
活動の「（ウ） 算数の学習場面から
見いだした算数の問題を，具体物，
図，数，式などを用いて解決し，結果
を確かめる活動」を行う。乗法の場
面と比較することを通して除法の場
面の意味を理解する。単に除法の場
面を知るだけでなく、乗法の場面との
相違点を話し合う中で、統合・発展的
に考えていく。除法によって事象を簡
潔に処理できることを実感し、学習へ
の意欲を引き出す。

見方・考え方の成長　　乗法または除法の場面において、乗法と除法の両方の関係を場面から捉えることができる。

　見方：着眼点　　数量（除数・被除数・商の数）への着目
○統合・発展　　乗法と除法の場面を同じと見る・除法の場面では乗法と何が違うかを考える。

○乗法と除法の場面について、アレイ図を用いて簡潔に表現し、具体物や図、式の相互の関係を考える。

思考・判断・表現

学びに向かう力
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6. 児童の振り返り 
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記入無 2人  

 



7.分析と考察   

Ａ①「全体」にあたる数を求める場面を図・式に表す活動を通して、かけ算の場面の意味を再確認する。  Ｂ②「いくつ分」にあたる数を求める場面を図に表し、数量の関係に着目してわり算の場面を理解する。 

 問題文があり、数値を見つけたときに、子どもがどのような数学的な見方で演算決定をするか、

実態をつかむことができた。C28 のように問題文からかけ算をとらえられる児童もいれば、C22・

C23のように 3と 4と 12が見えているからかけ算ととらえる児童、また前単元がかけ算であるこ

とや黒板に書いてあるからかけ算ととらえる児童もいて、様々である。この時点での見方を確認

できた。「本当にかけ算か」という演算を決定しきれない問いから図をかく活動につなげた。 

Ａの学習活動は既習事項であるが、アレイ図に「一つ分」「いくつ分」「いくつ分にあたる数」を

表すことができていなかったり、何を求めるための図なのかが明確になっていなかったりする児

童もいた。この後の学習活動をみんなが同じ土俵でできるようにするため、TC34 から TC40 の通

り、黒板でアレイ図を出して共有し、わり算の図と比較しやすくすることとした。 

 
 かけ算からわり算への場面の転換は、本当は子どもたちの発言から引き出したかった。即ち、

T42 の発問が子どもの問いとしてあるべきなので、今後の課題となった。 

 別の数を□としたとき、C44のように瞬時にわり算と分かる児童もいれば、C64・65のようにわ

り算につなげて考える児童もいた。一方で C47 のようにひき算と考える児童も多くいた。ひき算

も包含除の場面においては価値ある発言だったが、今回の授業ではひき算までわり算に統合しき

れなかったことは課題となった。 

C59 から C65 のように演算決定ができないことから、「これは何の計算か」という子どもの問い

が生まれ、図をかく活動にこちらもつながった。しかし、包含除の場面をアレイ図にかくことに

悩む児童が大多数であったため、T76のように動作を入れながら場面を提示し、共有した。包含除

の場面が分からないのは、問題文がかけ算を□にした文になっていて、はっきりと包含除の場面

の文章になっていなかったことも原因の一つではないかと考えられる。 

Ｃ③数量の関係を表した図に着目し、かけ算の場面とわり算の図の同じところを見いだす。  Ｄ④かけ算とわり算の図の違いを話し合う活動を通して、かけ算とわり算を統合的に捉え直す。 

 わり算を先行学習している児童も多いことから、わり算とかけ算を既に関連付けている児童は

たくさんいた。しかしそれは、C104 のように、答えをもとめるためであったり検算のために用い

たりしている児童が多く、本当の意味でわり算の場面をかけ算と関連付けて理解しているわけで

はなかった。C102、103のように当たり前のように「同じ」と見ている児童が多いことにも表れて

いる。 

 一方で C106 のように違いを感づき始める児童もいたので、ここから児童の「同じなのか違うの

か」という問いが生まれ、しっかり図を分析しようとする活動につながった。「同じ」ことについ

ては C114のように見た目の数の一致だけに気付く児童もいれば、C115のように「一つ分」を見い

だす児童、さらにはそれを C119のように図示して説明する児童もいた。 

 
 同じと見る児童が多かったので、逆に違いを見つけた児童は意欲的に発言していた。ただ、ど

のように違いを表現すればよいか悪戦苦闘して、より良い表現をみんなで追究していくこととな

った。子どもたちから生まれた「まとめているのとまとめていないの」や「3 から 12 を作るのと

12 から 3 を作るもの」、「□の場所が違う」という言葉は、図を見て話し合いを重ねていく中で、

この 45分の授業で生まれてきた。 

 かけ算との共通点を見いだした一方で C134のように違いの多さを実感させることができ、わり

算の場面理解がより広がったと考えられる。わり算という言葉は新出であるが、C138 のように全

く新しい計算というように認識しなかったことは、今回の授業の成果であると言える。 

振り返りから   

 かけ算とわり算は全く違う場面を扱っているわけではないと感じた児童の振り返り（□で囲った振り返り）が見られ、今回の授業の成果を感じた。このように 2 つの場面を比べるという活動を新鮮

に感じた児童（3番）もいたようで、発展・統合する授業をこれからも取り入れていく必要があると考えられる。 

 一方で、かけ算とわり算を同時に扱うことで難しさを感じる児童もいた（4番）のも事実である。かけ算の問題文の□の部分が変わっただけの問題文を提示したが、教科書のいわゆるわり算らしい、

文言が洗練された問題文は今回の授業で登場していない。そこに難しさを感じたのではないかと思われる。また、12÷3=4の式の意味がまだぼんやりしている（例：9番は包含除ではなく等分除で書い

ている）ことも子どもたちの振り返りから感じられた。単元の一番最初の授業であるが、混乱したことがこのまま続かないように、今後の指導においてもわり算の場面をより丁寧に扱っていく必要が

ある。 

 


	算数科学習指導案 1-5
	算数科学習指導案 1-5-2 A3
	算数科学習指導案 6
	算数科学習指導案 7

